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▲
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る

　

谷
合
一
二
七
八
番
地
一

　
　
　

臼
井　

敏
雄

▲
山
県
市
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

利
用
料
を
月
額
千
五
十
円
に

改
正

▲
山
県
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

▲
山
県
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

▲
山
県
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
・
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

▲
山
県
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
条
番
号
を
改
正

▲
山
県
市
香
り
会
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
で

き
る
よ
う
改
正

▲
山
県
市
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み

や
ま
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
で

き
る
よ
う
改
正

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

�
歳
入
歳
出
予
算
補
正

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
千
八
百
七
十
九
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億

条　
　

例

補
正
予
算

人
事
案
件

第第第第第第第第第第第第第第
四四四四四四四四四四四四四四
回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

第
四
回
定
例
会　

条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど
十十十十十十十十十十十十十十
七七七七七七七七七七七七七七
議議議議議議議議議議議議議議
案案案案案案案案案案案案案案
をををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決決決

条
例
な
ど
十
七
議
案
を
可
決

三
千
九
百
十
七
万
四
千
円
と
す

る�
地
方
債
の
補
正

　

美
山
中
学
校
建
築
事
業

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
五
百
三
万
七
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
八
億
三
千
五

百
九
十
二
万
五
千
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
三
千
五
百
五
十
万
九
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
千
四

平
成
十
九
年
第
四
回
定
例
会
を
、十
二
月
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
人
事
案
件
一
件
・

条
例
案
件
七
件
・
補
正
予
算
案
件
七
件
・
そ
の
他
案
件
二
件
を
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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▲
山
県
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
ポ
ス
タ
ー
代
水
増
し
詐

百
四
十
一
万
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
十
万
三
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
四
億
六
千
六
百
五

十
八
万
七
千
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
千
百
三
十
六
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
五
億
三
十
四

万
九
千
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
地
域

情
報
化
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

�
歳
入
歳
出
予
算
補
正

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
九
百
八
十
八
万
九
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
億
九
千
百

一
万
円
と
す
る

�
地
方
債
の
補
正

　

有
線
テ
レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル
布
設

事
業

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

　

業
務
の
予
定
量
・
収
益
的
支

出
及
び
資
本
的
支
出
の
予
定
額

の
補
正

▲
山
県
市
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
を
改
正
す
る
定
款

　

土
地
開
発
公
社
経
理
基
準
要

綱
の
一
部
改
正
・
郵
政
民
営
化

法
等
の
施
行
に
伴
い
定
款
を
改

正▲
山
県
市
公
共
下
水
道
高
富
浄

化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
建
設

工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

変
更

　

契
約
金
額
か
ら
二
千
百
八
十

万
円
を
減
額

そ
の
他

請
願　

平
成
十
九
年
第
三
回
臨
時
会
を
十
一
月
二
日
に
開
催
し
、

一
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 第

三
回

臨

時

会

臨

時

会

▲
（
仮
称
）
山
県
市
新
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結

　

日
立
造
船
株
式
会
社
中
部
支

社
と
請
負
契
約

欺
事
件
を
受
け
て
議
会
の
自

主
解
散
を
求
め
る
請
願

　

不
採
択
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北
山
地
区
円
原
水
源
の
水

質
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
含
有
量

が
多
く
、
給
水
地
域
の
方
々

は
毎
日
不
快
な
思
い
で
生
活

を
送
ら
れ
て
お
り
、
本
当
に

切
実
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
除
去
す
る
抜

本
的
な
方
策
を
と
ら
な
い
限

り
解
決
の
道
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
早
期
に
対
策
を
立
て

こ
の
解
消
を
図
ら
れ
た
い
。

　

円
原
水
源
カ
ル
シ
ウ
ム
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
対
策
策
定
の
た
め
の
美
山

地
域
水
質
対
策
調
査
業
務
を

実
施
し
て
お
り
、
本
業
務
の

結
果
を
待
っ
て
整
備
内
容
を

決
定
し
、
対
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
整
備

に
は
、
相
当
額
の
事
業
費
を

要
し
ま
す
し
、
整
備
後
は
減

価
償
却
費
の
費
用
化
及
び
設

備
の
維
持
管
理
費
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
水
道
事
業
会
計

の
財
政
面
を
よ
く
考
慮
し
た

う
え
で
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
し
た
良
好
な
水
道
水
が
供

給
が
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

一 般 質 問  
平成十九年 

第四回 
定例会 

七人の議員が市政を問う 

ここが聞きたい 『 』 まちづくり 

水
道
水
の
カ
ル
シ
ウ
ム
除
去
の
対
策
を

田
垣
隆
司　

議
員

問
抜
本
的
対
策
の
実
施
を
検
討

梅
田
基
盤
整
備
部
長

答

　

適
正
規
模
に
お
け
る
答
申

及
び
基
本
方
針
・
推
進
計
画

が
公
表
さ
れ
、
美
山
地
域
三

校
の
統
合
に
向
け
て
西
武
芸

小
学
校
の
改
修
工
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ス
通
学

の
安
全
性
、
廃
校
と
な
る
学

校
施
設
の
活
用
、
教
育
環
境

の
変
わ
る
子
供
へ
の
配
慮
等

は
。
又
他
地
域
の
適
正
化
の

推
進
は
。

　

学
校
統
合
に
伴
う
バ
ス
通

学
の
安
全
性
、
廃
校
と
な
る

学
校
施
設
の
活
用
、
教
育
環

境
の
変
わ
る
子
ど
も
へ
の
配

慮
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

学
校
の
代
表
者
に
よ
る
学
校

統
合
委
員
会
が
、
教
育
活
動

の
交
流
を
推
進
す
る
と
共
に
、

叡
智
を
集
め
る
こ
と
で
応
え
、

新
し
い
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、

高
富
・
伊
自
良
地
域
に
お
い

て
も
適
正
規
模
の
対
象
と
な

る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
た
め
、
よ
り
良
く
あ
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
生
か

し
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

小
中
学
校
適
正
規
模
推
進
の
計
画

石
神　

真　

議
員

問
叡
智
を
集
め
、新
し
い
学
校
の
ス
タ
ー
ト

森
田
教
育
長

答
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気
象
庁
に
よ
る
「
緊
急
地

震
速
報
」
が
始
ま
り
、
数
秒

か
ら
数
十
秒
後
に
地
震
が
発

生
す
る
こ
と
を
認
知
す
る
こ

と
で
、
身
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
市
の
防
災
無
線
で
の
利

用
に
つ
い
て
、
ま
た
、
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
補
助
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

市
の
防
災
行
政
無
線
と
消

防
庁
の
推
進
す
る
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
の
機
器
の
整
備

を
検
討
し
、
速
や
か
な
情
報

伝
達
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
様
が
今

以
上
に
補
助
制
度
を
利
用
で

地
震
対
策
に
つ
い
て

 

尾
関
律
子　

議
員

問

防
災
無
線
の
活
用
と
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

林
総
務
部
長

答

　

山
県
市
は
、
多
く
の
借
金

を
抱
え
な
が
ら
合
併
合
意
に

基
づ
く
諸
事
業
を
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
こ
の
借
金
を
返
済
し
な

が
ら
少
子
化
対
策
、
高
齢
者

　

本
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
据
え
て
企
業
の
誘
致
に
よ

り
税
収
の
確
保
、
地
元
雇
用

の
増
加
等
々
に
検
討
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、企
業

立
地
促
進
条
例
の
制
定
を
次

期
定
例
会
に
提
案
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
等
の
誘
致
に

つ
い
て
は
、
本
市
単
独
で
の

開
発
は
財
政
上
困
難
が
伴
い

ま
す
の
で
、
県
土
地
開
発
公

社
等
と
の
連
携
を
図
り
、
資

条
例
を
制
定
し
積
極
的
に
取
り
組
む

土
井
産
業
経
済
部
長

答
企
業
誘
致
活
動
の
取
り
組
み
は

 

谷
村
松
男　

議
員

問

福
祉
対
策
を
進
め
て
い
く
に

は
自
主
財
源
が
、
ど
う
し
て

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
「
雇
用
と
財
源
確
保

の
特
効
薬
」
と
言
わ
れ
て
い

る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

金
計
画
、
雇
用
対
策
等
の
協

議
に
専
門
的
な
指
導
、
助
言

を
求
め
な
が
ら
、
本
市
の
関

連
部
署
で
も
綿
密
な
連
携
の

基
、
複
数
の
部
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
に
一
括
し
て
対
応

で
き
る
様
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
支

出
は
、
合
併
時
の
年
間
約
四

千
万
円
が
今
は
約
二
百
五
十

万
円
に
激
減
。
県
内
順
位
も

降
下
。
新
年
度
の
予
定
と
額
、

小
中
学
生
の
外
来
費
助
成
額

及
び
医
療
制
度
改
革
と
の
相

殺
分
の
想
定
額
は
幾
ら
か
。

外
来
費
助
成
年
齢
を
引
上
げ

る
べ
き
だ
。

　

来
年
度
は
、
入
院
費
助
成

を
義
務
教
育
終
了
ま
で
予
定

し
て
お
り
、
必
要
額
は
二
百

六
十
六
万
円
と
試
算
し
て
い

ま
す
。
外
来
費
助
成
は
、
小

学
校
六
学
年
分
の
必
要
額
は

三
千
七
百
七
十
二
万
円
、
中

学
校
三
学
年
分
の
必
要
額
は

千
三
百
五
十
三
万
円
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
制

度
改
革
で
の
相
殺
分
は
、
千

五
十
五
万
円
と
試
算
し
て
お

り
ま
す
。
外
来
費
の
助
成
年

齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

県
及
び
他
市
の
動
向
を
み
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
対
策
に
医
療
費
助
成
拡
大
を

寺
町
知
正　

議
員

問
入
院
費
助
成
を
拡
大

笠
原
保
健
福
祉
部
長

答

き
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を

検
討
し
て
お
り
、
耐
震
改
修

に
つ
い
て
も
、
地
域
住
宅
交

付
金
（
補
強
工
事
限
度
額
八

十
四
万
円
）
の
制
度
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る

と
叫
ば
れ
て
い
て
も
、
や
は
り
、

冬
の
寒
さ
は
い
つ
も
厳
し
い
。

人
間
は
勝
手
な
も
の
で
寒
い
冬

に
は
暖
か
い
春
を
待
つ
。
積
雪

を
嫌
う
。
し
か
し
、
こ
の
雪
が

万
物
に
水
と
い
う
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
。
さ
て
昨
年
、
山
県

市
議
会
は
市
民
の
皆
様
に
大
き

な
不
信
感
を
抱
か
せ
ま
し
た
。

釈
然
と
し
な
い
多
く
の
皆
様
が

お
ら
れ
る
こ
と
も
、
当
然
で
あ

る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
先

ず
は
心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
今
は
只
、
寄
せ
ら

れ
た
多
く
の
意
見
を
真
し
に
受

け
止
め
、
私
達
は
連
帯
責
任
の

自
覚
を
持
っ
て
、
こ
の
新
し
い

年
に
名
誉
回
復
を
図
る
べ
く
、

初
心
に
返
り
第
一
歩
を
、
踏
み

出
す
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
今
後
と
も
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

文
責　

藤
根
圓
六

編
集
委
員

　

田
垣
隆
司
・
谷
村
松
男

　

藤
根
圓
六
・
村
瀬
伊
織

編

集

後

記

　

山
県
市
の
人
口
密
集
地
で

あ
る
高
冨
、
富
岡
の
東
部
地

域
は
、
二
千
か
ら
三
千
㎡
規

模
の
公
園
の
な
い
地
域
で
あ

り
、
ま
た
、
高
富
地
域
に
、

入
居
申
し
込
み
の
で
き
る
市

営
住
宅
は
皆
無
で
あ
る
。
公

営
住
宅
法
は
、
自
治
体
に
公

営
住
宅
の
整
備
を
義
務
づ
け

て
い
る
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
利
用
者
の
意
向
を
踏

ま
え
、
既
存
公
園
や
広
場
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

都
市
計
画
区
域
を
含
め
本
市

全
体
を
な
が
め
、
適
正
な
整

備
・
配
置
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
全
体
の
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
総
合
的
、
計
画
的
な
住

宅
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

山
県
市
都
市
計
画
、公
園
・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 

中
田
静
枝　

議
員

問
公
園
・
市
営
住
宅
の
整
備
を
検
討

梅
田
基
盤
整
備
部
長

答

　

平
成
十
九
年
度
末
現
在
、

市
の
借
金
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
現
在
確
定
し
て
い
る
事

業
費
（
ゴ
ミ
処
理
施
設
三
十

七
億
円
、
美
山
中
学
校
二
十

五
億
円
、
公
共
下
水
八
十
五

億
円
）
約
百
五
十
億
円
を
加

え
る
と
莫
大
な
借
金
と
な
る
。

平
成
十
九
年
度
及
び
平
成
二

十
五
年
度
の
実
質
公
債
比
率

と
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ

い
て
問
う
。

　

平
成
十
九
年
度
末
の
起
債

残
高
は
、
一
般
会
計
約
二
百

八
億
円
、
特
別
会
計
約
百
六

億
円
、
水
道
事
業
会
計
約
三

十
億
円
、
合
計
約
三
百
四
十

四
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
十
九

年
度
決
算
見
込
み
で
前
年
度

よ
り
一
・
一
％
増
加
の
一
三
・

六
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
起
債
の
償
還
額
は

毎
年
増
加
し
、
償
還
額
が

ピ
ー
ク
に
な
る
二
十
五
年
度

に
は
、
二
〇
・
三
％
程
度
に

な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
経
常
経

費
の
更
な
る
削
減
に
努
め
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

 

久
保
田　
 
　

議
員

問
経
費
削
減
で
健
全
財
政
を
維
持

林
総
務
部
長

答


